












はじめに 

昭和 58 年 10 月より東京都においても神経芽細胞腫のマス・スクリーニングがスポット法

で行われるようになった。この方法およびその変法である Dip法は１次スクリーニングの

方法として多くの都道府県で行われている。しかしこれら P-nitrophenyldiazonium salt

による方法では,疑陽性が常に 2～3%出ることが問題となっている。これは,食品由来の尿

中物質がジアゾカップリング反応により,4-hydroxy-3-methoxymandelic acid(VMA)と同様

の紫色を呈すること,すなわちこの反応の選択性(基質特異性)が低いことが主な理由と考

えられている。このため検査前にそのような食品を摂らないよう指導が行われているが,

その化学的根拠は必ずしも明確でない。我々は，スポット法の食餌指導,叉分析法の改良の

ため疑陽性物質の検索を行うにあたり，まずこの方法による反応生成物を確めることから

はじめようと考えた。 

この反応の原理は,VMA とジアゾ化された P-nitroaniline のジアゾカップリング反応と考

えられているが，VMA のジアゾカップリングの起こる位置については 4 つの可能性が考え

られる(図 1)。生成物 1～3は,水酸基又はメトキシル基のパラ位,又はオルト位が置換され

る通常の反応であるが,4 は側鎖の一 CH(OH)C00H が脱離し置換が起こる異常ジアゾカップ

リング反応である。 


